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２）ピエゾ方式（電歪振動子）
ɹηラϛッΫͳͲͷڧ༠ిମʹަྲྀిѹΛ͔͚Δ͜ͱʹΑΓɺ͕͞৳ͼॖ
Έ͢Δੑ࣭Λͭ࣋ૉࢠʢϐΤκʣΛར༻͠·͢ 1�3ʣɻిৼಈࢠɺ࣠ํ
ʹҰఆͨ͠ઢͷৼಈΛ͢Δʢಈըʣͷ͕ಛͰ͢ɻઢํʹৼಈ͢Δ
ͨΊɺνップͷ༻෦Ґʹ੍͕͋Γ·͢ʢਤ5ʣɻ

３）振動方式に共通するチップの知識
ɹ͍ͣΕͷํࣜɺνップͷઌΛࣃ໘ʹ֯ʹͯΔ͜ͱ͠·ͤΜʢਤ
6ʣɻνップ͔Βग़ྗ͞ΕΔ͍ߴΤωϧΪー͕ࣃ໘ʹଛইΛ༩͑ͯ͠·͍·͢ɻ
·ͨνップͷ෦Ґผग़ྗΤωϧΪーʹ͍ͭͯਤ7Λࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻશͯ
ͷԻεέーラーͰνップଆ໘Λࣃ໘ʹͯΔ͜ͱ͕ਪ͞Ε͍ͯ·͢ 4ʣɻ

ϐΤκࣜԻスέーϥーɿνοϓのಈ͖
ϐΤκࣜԻεέーラーͷνップͷಈ͖Λ֬ೝ
ͯ͠Έ·͠ΐ͏ɻ

内面

背面

側面側面

チップの断面

ਤ�　ϐΤκࣜԻスέーϥーɿνοϓの༻Մ෦位
νップはॎํのઢӡಈをするため、νップ面とഎ面がର物に作用するྗがେ͖͘
なりݥةです。ରにνップଆ面では、νップが上Լӡಈをすることをҙࣝしてૢ作する
と良いでしΐう。
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ਤ�　νοϓ先端͕不適切な֯でࣃ໘にたっている༷ࢠ
a： νップઌを歯面に֯にてることはݥةです。歯ᰍ෦にԊΘͤるಈ͖（੨ҹ）

をする࣌に֯にならないようにؾを͚ͭましΐう。
b： νップのઌを֯からগしىこしています（45）が、まͩݥةです。νップをて

る֯は0 ʙ 15です。
c：歯ポέッτでνップઌがෆదな֯で歯面にたっています。

a

cb

ग़ྗ࠷େ

ग़ྗ࠷গ

ઌ ઌ

໘
ʢԜ໘ʣ

໘
ʢತ໘ʣ

ଆ໘ ଆ໘

എ໘ എ໘

ਤ�　νοϓの෦位ɾ作ۀ໘別ग़ྗΤωϧΪー
νップઌではৼಈΤωルΪーの出ྗは࠷େになりますが、νップଆ面では࠷খと
なります。νップがઢ的なಈ͖をするピΤκࣜでは作ۀ面がνップଆ面にہݶさ
れます。Ұํ、νップがପԁঢ়にಈ͘Ϛグωッτࣜでは、ଆ面ɾഎ面ɾ面の用
がՄとなります。ৼಈํࣜに関Θらͣ、νップのଆ面を歯面に作用さͤるようਪ
されています 4）。
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3   作用のメカニズム

１）超音波機械振動
ɹԻεέーラーɺߴपͷిؾΤωϧΪーΛԻػցৼಈʹม͠
ͨύϫーΛ׆༻͠·͢ɻৼಈʹؔͯ͠ɺ֤ϝーΧーͷػछʹΑͬͯҟ
ͳΓ·͢ͷͰ֬ೝ͕ඞཁͰ͢ɻม͞ΕͨԻػցৼಈͷΤωϧΪーʹ
Αͬͯɺػցతͳ࡞༻ͱͯ͠ɺࣃੴͳͲͷணΛࣃʢࠜʣ໘͔Βคࡅണ
͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

２）キャビテーション効果
ɹԻεέーラーɺνップͦͷͷ͕ഔମͱͳΓৼಈΤωϧΪーΛٵ
ऩͯ͠ߴԹԽ͠·͢ɻνップ͕ߴԹԽ͢ΔͷΛ͙ͨΊʹɺνップઌ͔
Βྫྷ٫ਫ͕์ग़͞ΕΔΑ͏ઃ͞ܭΕ͍ͯ·͢ɻ์ग़͞ΕͨਫణͰൃੜ͠
͢·๐ɺͿ͔ͭΓ߹ͬͯେ͖ͳΤωϧΪーΛ์ग़͠ؾͨ 5ʣɻ͜ΕΛΩϟ
Ϗςʔγϣϯͱ͍͍ɺ͜ͷΩϟϏςーγϣϯͷ࡞༻ʹΑΓɺϙέッτʹ
͢·Ͱ͖ظڈยͷআࡅੴഁࣃͨ͠ཹ 6ʣʢਤ13ʣɻνップΛࢪज़
෦ҐʹͯΔ͜ͱͳ͘ϙέッτͷバΠオϑΟϧϜΛഁյ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
Δ 7ʣͱใ͞ࠂΕ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺࣃͷද໘ϙέッτͷەࡉΛഁյ͠ɺ
ΔޮՌ͋Δ͢ڈ໘͔ΒΤϯυτΩγϯʢಟૉʣΛআࠜࣃ 8ʣͱ͍ΘΕͯ
͍·͢ɻ

チップ

気泡

歯石

歯
面

ਤ��　キϟϏςーションの༷ࢠ
์出された水ణでൃ生したؾ๐がͿͭかり合ってେ͖なΤωルΪーとなり、歯ੴ
の除去をॿ͚ます。
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３）イリゲーション効果
　超音波スケーラーから発生する冷却水により作業部位に水の流れが生じま
す。その水流によって、ポケット内を洗浄し環境改善を図ることをイリゲー
ションといいます 9）。
　使用する冷却水を水以外の薬液にすることにより、薬液の持つ効能を合わ
せて期待することもできます。また、水流の発生によってイリゲーションを
行うことができるので、エアスケーラー※にも期待できる作用です。

４）アコースティックマイクロストリーミング効果
　超音波振動により発生したエネルギーによって、周囲の液体中に渦状の水
の流れが生じます（図14）。
　この水の流れ（水流）をアコースティックマイクロストリーミング※とい
います。アコースティックマイクロストリーミングにより洗浄作用やキャビ
テーションの拡大効果が期待できます。また、激しい水の流れ（渦状の乱流）
は、バイオフィルムの破壊に寄与するといわれています 10, 11）。

▲

エアスケーラー
　エアタービンの圧縮空気を利用して、ハンドピース内の振動子・振動体に発生した振
動がチップに伝達され、チップ自体が楕円運動を行う原理を有する音波スケーラーのこ
と。超音波スケーラーと比べて、振動数は約1/10の2～ 6.5kHzである。▲

アコースティックマイクロストリーミング
　類義語として「マイクロストリーミング」や「アコースティックストリーミング」、「ア
コースティックタービュランス」などがある。

キーワード

❻キャビテーション発生の様子
実際にキャビテーションが発生している様子を動
画でも確認してみましょう。
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෦Ґతʹ߹Θͤͯબ͠·͢ʢਤ24ɺද1ʣɻͲͷετϩーΫͰ͋ͬͯ
ಈ͖Ώͬ͘ΓͱɺͰ͖Δ͚ͩܰѹʹ͢Δ͜ͱͰޮՌతʹ༻Ͱ͖ɺऀױ
ͷෆշײܰ͞ݮΕ·͢ɻ

ද̍　目的別ストローク方法

ετϩーΫ

λοϐϯάετϩʔΫ εΟʔϐϯάετϩʔΫ

ओͳత ண͠ʹݻڧʢڈੴআࣃ
ੴʹಛʹ༗ޮʣࣃͨ

ඍࡉͳࣃੴͷআڈ
ԑԼࣃੴͷআڈ ԻσϒラΠυϝϯτ

͍͢͠༺
νップ

εέーϦϯά༻ͱͯ͠ൢ
ച͞Ε͍ͯΔνップ
அ໘ͷܗঢ়ʹ͕֯͋Δ
νップ

νップ͍ࡉ
ΩϡϨッτܕνップ ࡉ ɺ͘அ໘͕ԁܗͷνップ

νップͷ
৮෦

τΡͷ֯ΛͯΔʢࣃੴ
ͷ্͔Βʣ

ଆ໘ʢઌ͔Β 3mm·
ͰʣΛࣃੴʹҾֻ͚ͬΔ
Α͏ʹ

ଆ໘ʢઌ͔Β 3mm
·Ͱʣ

ετϩーΫ
͞ ৮Ͱ͘ 2～ 3mmҎͰॏͶΔ

Α͏ʹ
2～ 3mmҎͰॏͶΔ
Α͏ʹ

ํ ੴͷ্͔Βਨํࣃ ਨɾਫฏɾࣼΊํ ਨɾਫฏɾࣼΊํ

λッϐϯάετϩーΫ

εΟーϐϯάετϩーΫスウィーピングストローク

ਫฏετϩーΫ ਨετϩーΫ ࣼΊετϩーΫ

ਤ��　ストロークの方向
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ɹࣃԑԼʹ༻͢Δ߹ࣃप৫ͷଛইΛ͙ͨΊɺ͞Βʹྀ͕ඞཁ
Ͱ͢ɻࢪज़લʹϙέッτఈͷҐஔΛѲ͢ΔͨΊɺプϩーϏϯάΛ͍ߦ·
͢ɻϙέッτఈʹ͔ͯͬετϩーΫΛ͍ͯ͘͠ͱɺͯͬޡϙέッτఈΛই
Ε͕͋Γ·͢ɻ·ͣνップΛϙέッτఈ·Ͱૠೖ͠ɺϙέッڪ͏·͚ͯͭ͠
τఈ͔Β͔ͯͬʹํףࣃετϩーΫΛ͢Δ͜ͱͰɺݧܦͷઙ͍ज़ऀͰ
҆શʹ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖·͢ʢਤ25aɺಈը❶ʣɻࣃपϙέッτͷਂ͞ಉҰࣃ
Ͱ͋ͬͯ෦ҐʹΑͬͯҟͳΔͷͰɺετϩーΫͷਫฏ෯2～ 3mmҎ
ͱ͠·͢ɻࣃԑԼͰେ͖͘ਫฏετϩーΫΛ͜͏ߦͱࣃͱࣃͷணΛ
ഁյ͢ΔڪΕ͕͋ΔͨΊݥةͰ͢ʢਤ25bʣɻਫฏετϩーΫඞཁ࠷খݶ
ͱ͠ɺࣼ ΊετϩーΫΛԠ༻͠·͠ΐ͏ɻ·ͨɺオーバーラップͨ͠ετϩー
ΫΛ͜͏ߦͱͰɺ͑ݟͳ͍ࣃԑԼͰͷऔΓ͠Λ͙͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

（藤森　瑠依）
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❶基本のストローク方法
νップΛϙέッτఈ·Ͱૠೖ͠ɺϙέッτఈ͔Β
ετϩーΫ͠·͢ɻ͔ͯͬʹํףࣃ

2～ 3mm

オーバーラップ

ਤ��　適切なストローク（a）と不適切なストローク（b）

a b




